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號

語
.
法
は
必
ず
し
も
嚴
格
に
區
別
さ
れ
て
い
ち
ゎ
げ
で
.

な
<

、
所
^
ょ 

る
と
例
叉
ば
攝
津
國
の
如
く
海
役
と
稱
す
べ
き
內
容
の
赋
役
を
浦
役 

.

.

.

.，■■
と
首
.

っ
て
い
-
た
と
こ
る
.
も
あ
る
.
.0
1

(

山
ロ
和
雄
.、.
.
前
.
揭
寶
.
一.
1
六
.
.頁)

.

■.

.

と
な
っ
て
屈
る
。
志
摩
の
場
合
は
む
し
ろ
逆
で
、
水
主
米
が
賦
役
か
ノ 

:

ら
出
發
し
て
い
る
の
で
.
あ
る
。
當
時
の
.常
と
し
て
、
ff
l

-

語
.が
.
.

1

定
し 

,::

い
な
い
處
か
ら
來
る
結
果
で
あ
：る
。
' 

た
^,
志
摩
の
場
合
、
■浦
役
が
何 

■

1*
.
基
準
■.と
：し
、
'
又
何
年
か
ら
始
ま
.
っ
た
：か
に
つ
_

い
.て
の
記
鵜
が
な
い
' 

.

へ
め
で
そ
0

點
に
温
を
殘
し
て
い
る
。
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以
上
0

他
、
獻
上
物
と
し
べ
鯛
、'
初
漁
の
酿
、
名
潜
等
が
あ
り
、
.又
必 

.'
■

要
に
應
じ
て
獻
上
す
石
洗
相
苔
、
鹽
辛
、.
鱷
節
、
：.飽
等
が
あ
る
が
、
：是
等
： 

ぼ
時
と
典
に
種
類
も
多
く
な
.

つ
て
い
：る
％
し
が
し
村
0

負
擔
か
ら
言
え
ば 

,

そ
れ
程
多
か
つ
た
：と
も
思
わ
れ
な
い
。
從
.
つ
て
.こ
の
村
が
⑽
^

で
あ
る
と
パ 

.言
ぅ
^

か
ら
、
特
に
漁
業
に
對
し
て
課
税
が
珩
わ
れ
た
譯
.で

は

务

い

。
：
隣

'
.
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の
和
歌
山
藩
の
如
ぐ
、
漁
物
す
べ
.
て

に

對

し

：
，
ー

定

割

合

を

御

ロ

銀

と

し

て

' 

取
り
立
て
る
察
も
な
か
？
た
。
漁
業
の
盛
ん
な
こ
の
地
方
に
何
故
こ
の
_

■

に
比
較
的
緩
和
な
政
策
が
.
と
ら
れ
て
.
い
た
か
、
今
後
.

a

殘

さ

れ

た

離

題

の

.
：

■

.
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っ
で
あ
る
が
、
だ
か
ら
と
言
.
っ
て
直
ち
に
志
摩
の
漁
村
全
體
の
負
擔
$

が
' 

輕
か
っ
た
と
す
：る
'
事
は
出
來
な
い
。：'
觅
が
P

に
比
し
：て
高
か
っ
た
.か
も 

..知
れ
な
い
し
、
種
々
の
名
目
に
ょ
る
臨
時
税
の
存
在
も
考
え
ら
れ
る
か
.
ら 

で
あ
る
？
.
た
だ
、
少
く
4-

表
向
き
の
漁
業
税
は
他
藩
に
比
し
て
低
が
、っ
.た 

.
事
だ
け
は
言
い
得
ょ
ぅ
。
：
-

:

.

'

.、

.

.
ぐ

若
し
負
擔
が
輕
か
っ
た
と
す
れ
ば
ハ
そ
こ
に
は
何
等
か
の
形f

資
本
の 

蓄
槐
の
可
能
性
が
.
な
か
つ
た
と
.
は
言
え
な
い
。
事
實
は
、
先
に
觸
れ
た
如
'
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五

八
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.宅

六

〇〕

く
、
そ
の
傾
向
は
殆
ん
ど
皆
無
で
あ
る
が
、
J

is

そ
の
剩
餘
分
が
ど
之
へ
-.

.

■
,
#
_ざ

れ

.た

.の
か
も

^
^
で
あ
ろ
ぅ
。：桌
し
て
村

^
だ
_っ
た
.か
否
か
も

^

,
_
で
あ
る
.。
し
が
し
是
等
の
圈
は
も
.は
や
村
明
細
帳
の
答
え
得
る
範
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一
-./に
は
：な
い
。.
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以
上
述
べ
來
た
如
く
、
村
明
細
帳
を
通
じ
て
窺
い
得
る
範
圍
は
極
め
て
' 

，儘
か
で
し
か
な
い
。
特
.
に
同
じ
村
明
細
帳
で
も
、s

以
下
の
も
の
は
、
經 

一,
,

濟
史
的
.
に
役
立
ち
豐
.
記
述
は
極
め
て
僅
か
で
あ
る
。
指
出
し
畝
要
求
し
.

..

.
女
方
も
全
く
前
年
度
と
同
じ
書
式
で
滿
足
し
て
ト
た
；̂

羞

わ

れ

る

。
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.;■
船
數
、
戸
ロ
數
等
の
變
化
以
外
に
は
新
た
に
指
出
さ
せ
る
必
耍
も
な
か
っ 

.

:

た

し

、
，
そ

れ

ら

の

.數
字
の
み
で
あ
れ
ば
村
明
細
帳
と
言
う
形
式
を
と
.ら
な
、
 

.
ベ
て
.も
ょ
か
っ
た
檄
に
思
わ
ホ
^

。
勿
論
藩
側
の
史
料
も
な
く
、
こ
の
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•
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に
所
領
變
更
の
度
に
同
ー
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の
も
の
を
書
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せ
た
意
圖
や
理
凼
は
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ー
切
不
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で
あ
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。
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上
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細
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み
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っ
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し
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み
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的
に
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史
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だ
け
を
用
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の
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で
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な
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の
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明
ら
か
に
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よ
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て
ゐ
る
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本
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は
六
編
か
ら
成
リ
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占
の
程
度
'
と
所
得
分
布
、
第
二
編
利
興
ど
國
民
所
得
の
決
定
、
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l
i

利
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串
、
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第
西
編
投
資
の
決
定
、
：笫
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_

景
氣
循
環
、
第
六
編
長
期
的
經
濟 

■

發
M

と
な
つ
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居

他

に
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頁
の
統
計
附
錄
が
つ
ぃ
て
ゐ
る
。
前
著
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異
な
リ
ヒ
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書
は笫
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1編

を
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け
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立
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係
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る
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商
品
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價
格
を
^

、
m

位
.當
p

M -

價
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吒
■

金
企
.
業
.
の
.
總
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均
價
格
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を
I
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せ
ば
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奴
が
格
加
す
る
と
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P
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同

1
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Q

割
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で
#'

加
.
す
る
場
：
 

合
に
の
み
、
f

も
そ
れ
に
^:

例
し
て
騰
貴
す
る
と
と
が
で
夸
る
。
|

^
>̂

騰
：：
 

'

貴
串
が
.從
よ
リ
も
低
：

B

れ
ば
、
.
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な
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係
が
成
立
す
る
。
m

れ
は
共
に
芷
な
る
係
數
で
、
企
業
の
獨
占
の 

程
度
'
に
よ
つ
.て
そ
の
値
が
定
ま
る
。
：完
全
競
歌
が
支
配
的
.
な
場
合
に
は
、

P

が

$

よ
り
高
け
れ
ば
兩
者
が
一
致
す
る
ま
で
坐
庳
a

の
增
大
が
行
は
れ

害
評
及
び
顧
介

/ 

i

,

、
V

る
。
獨
占
化
の
程
度
に
よ
つ
て
い
か
な
る
歸
係
が
成
立
'
つ
か
は
第
一
圖
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.
よ
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れ
‘'る
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5
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。
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狄
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、tB
ミ
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锥
誌
第
呼
十
七
卷
第
七
、號

，六〇
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.
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- L
*

吾

，

高
く
な
る
。
產
業

^

體
に
お
い
て
も

?>
の
代
り
に
！妒
を
、
从
の
代
り
に

^
. 

を
相
き
か
へ
れ
ば

ff
l
]樣

©
考
察
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
於
が

|?5
に
影
發 

を
及
ぼ
す
と

-
8
0に
は
他
の
企
業
も
そ
の
價
格
形
成
に
際
し
同

J

方
肉
へ
の 

..行

®
を
と
..ら
ざ
■る
を
得
■な
く
な
■る

。
.
.
.
か

く

し
て
高
價
格
の
決
定
が
可
能
と 

な
り

0
^
他
，が
進
行
す
る
。
そ
の
結
來

ft
l
格
競
帶
ょ
り
も
廣
齿
そ
の
他
を 

通
じ
て
の
販
貴
競
银
が
盛
に
な
が
。
も
し
，饥
と

«.
が
常
數
で
あ
る
な
ら
ば 

倒
格
の
搓
期
的
鉍
化
は
从
，の
變
化
の
み
を
反
映
す
る
で
あ

^
ぅ

。
，
技

術

の
 

進
步
と
と
も
に

<

は
遞
減
す
る
が
、
實
際
に
は
獨
占
の
程
度
の
變
化
と
と 

%

に
§
れ
の
値
が
變
祝
か
ら
、
授
期
に
お
い
て
も
價
格
と
原

俄
，の
，比
苹
は 

%

大
し
、
七
の
た
め
利
潤
と
營
業
費
の
和
が

#
産
額
网
對
し
.て
占
め
る
割 

介
^

装
期
的
に
は
上

#

す
を
。
彼
は

.
'
1八
九
九
丨

_
1九
-一

四

年

の

，
ァ
.メ
>
 

力
の
资
料
か
，ら
こ
の
こ
と
を
論
證
し
ょ
ぅ
と
し
て
ゐ

.る
。

,

次
に
獨
占
化
の
程
度
と
所

#

の
分
配

^

の
關
係
を
考

.へ
る
。
賃
金
總

. 

I

w

^
原
料
费
を

M
、
總
實
上
高

.石

總

原

價

：
の

沘

率

を

ぶ

^
:
す

扣

ば

賛
 

，金
と
附
加
倒
値
の
比
枣
评
は
次
式
で
表
付
さ
れ
义

。
-

.... 

: 

, 

, ,
M

'

.i

.
 

.

.

+
9
. I. 
ド

+
客

總

M-
料
費
と
賃
金
の
比
串
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で
示
せ
.ば

' 

.

M

、- 
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,

l
+
^
l
l

〕

Q
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l

)

と
な
る
。
卽
ち
貨
金
と
附
加
價
値
の
；比
率
は
：獨
占
の
程
度

5
:t
原
料
費
と
，
 

貨
金
の
比
プ
と
に
ょ
つ

.て
定
ま
る
。

t

-V
.で
：彼
は
例
證
と
し
て
：
L
>A
,A
o 

坪
以
後
の
ア
メ
リ
カ
に
お
，い
て
は

W
が
低
下
し
て

.ゐ
る
が
、

ィ
ギ
リ
ス
' で 

は
一
九
ニ
四
苹
に
至

'る
ま
で
一
宛
比
电
が
維
特
さ
れ
て

.ゐ
る
：^
:と
；を
'擧
：げ
. 

て
ゐ
る
。
景
氣
循
環
期
に
お
け

‘る
赁
金
所
得
總
額
乂
の
變
化
の
說
明
と

.1
> 

て
は
、

こ
れ
を
國
民
所
得
丫
の
一
次
函
數
と

'抑
き
、.1:

九
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.

九
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年
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カ
の
資
來
冷
ら
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—
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潘
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'
K

な
る
關
係
式
を
導
出
し
て
ゐ
石
。

,

’
：

‘

，
丨
 

'

第
1
'
1編
で
は
利
觀
と
：投
資
ゲ
關
係
が
論
ぜ「

ち
.れ
る
？
先
づ
分
配
國
民
所 

得
と
支
出
國
民
昕
得
.の
，構
造
か
ぃ
ら
、
粗
投
資
；!>
::祖
貯
蓄
の
均
衡
關
係
が
導 

か
れ
る
。
勞
爾
索
■の
.貯
窜
が
，
無

'

あ
.る
と
す
'れ
ば
粗
投
資
ゆ
資
本
家
の
輯
.. 

貯
蓄
に
_

し
ぐ

、
、
粗

利
_潤
は
籾
投
資
と
.資
本
家
.ゆ
消
費
0

ネ
の
，
和

に

等

し
，
. 

い
。
P

が
課
税
後
'の
：* -

質
利
润
.

^
キ
の
.：1
次
面
歡
で
：あ
る
：と
す
れ
ば
、 

p

H

r

F

T

X

+

v

Q

r

A

^

#

^

)

：
.、
{

を
#

る
。
限
界
消
費
胜
.向
^

-1

ょ

か

小

名

い

か

，ら

ゥ

は

1

.'ょ
リ
小
さ
い
芘 

數
で
.あ
る
*0
投
資
.;&
:1
'と.
.す
.
れ
.
ば
、

:p

&

+

c-;
:.
:，
：
：
：

(

4)

，
.

: 

と
な
り
、
從
づ
て

.

- ;

〕

を
得
る
。

じ
れ
が
：利
潤
を
決

.定

..す
る
方
程
式
で
：あ
る
。

1

定

.の

期

間

投

寶
 

水
準
が
安
定
し
、

1
/
=
^
-
8
|1
1
.«
.
€
'
-
ド
.な
る
と
き
は
、
：

、

§

1丨
I

o

を
得
る

-oS

ば
換
贅
が
行
は
.れ
て
か
ら
利
潤
が
得
ら
れ
る
ま
で 
'の

ラ

ダ

，
で 

あ

.る
。1

般
に
は
勞
働
者

.の
貯
蓄

S
は

零

で

，
は

な'い
か
ら
前
述
：の
關
係
式

: 

'の
分
チ
か
ら
；
S
7
Sを
差
.引
か
^
け
れ
ば
な 

'
ら
な
：い
。
力
レ
ツ
キ
ー
は
こ 

■.の
式
を
.：

」

'九
..一

1.

九
I
四

：*v
年
の
ア

.メ
リ
.力
の
資
料
：.に
.照
'し
て

統

計

的

化

.
徐
 

.霞
し

„
て

ゐ

る:0
そ
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結
果
は

、
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.
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で
ヴ
の
値
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;ゴ
五
で

.あ
る
0
前
述
の
棣
に

V
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.の
一
：次
面
數
で
あ

;

る
と
ず
れ

.ば
、
パ

M
H 
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+ 

1
^
.
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'
'
を

得

る0一...
 
W
.
と
.結
合

...
す

れ

ば

Hd
け
は
.

l
i

—

e:
の
面
數
と
が
る
こ
と

.が
解
る
。
卽
ち 

'き

”(

T .
x-
r

l

l

dで

あ
る
。
前
述

§
>
^
¥,
の
關
係
式

^
ら
傾
向
値
を
除
去
す
れ
ば
.、
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Y
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:
.
2

o
3
p
l
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十 1
0
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H
 1

.3
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1
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4
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で
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資
乘
數
は
1
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二

と
-な
-る
。
ふ
：
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'
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'
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丨
第
三
編
で
は
先
づ
貨
幣
の
流
通
速
度

£
>が
短
期
利
串

P
の
、
遞

增

面

敷

で
.
 

あ
る
と
し
て
次
式
が
與
へ
ら
れ
る

o;
^
.
H
V
0
?
>
…

，：
3

遞
.增
函
數

;; 

’な
る
こ
と

■の
證
队
は1

九
三
〇

|
三
八
年
の
ア
メ
リ
ヵ
の
資
料

^
ょ
ら
て

-
 

與
へ
ら
れ
る
。
史
に
偾
券
利
窄

r'
-
Iと

P
及
び
危
險
負
擔
率

i
,の
.
關

係

が

考
 

察
さ
れ
る
。

こ
れ
ょ
リ
一
八
四
九
丨

1
九
三
.八
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の
コ
ン
ソ
ル
：公
債
の
利

:.
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廻
り
の
婕
化
が
說
朋
さ
れ
る

。

：
，
.
：
.
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、
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笫
叫
編
で
，は
先
づ
企
業
興
模
の
問
題
が
^

り
.上
げ
，ら
れ
る
。
企
業
規
模 

の
擴
賬
に
制
約
を
與
へ
る
も
の
は
、
大
規
模
化
に
ょ
る
不
經
濟
と
，市
場
、の 

制
限
で
あ
る
が
、.
第

1

の
耍
因
は
一
企
業
が
幾
つ
も
'の
エ
德
を
持
ち
得
る
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事
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を
考7

る
と
非
现
货
的
で
あ
P
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第
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の
製
因
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そ
れ
ほ
ど
重
要
な
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も
の
と
は
思
は
れ
な
や
。
重
要
な
も
の
は
：む
.し

石

企

業
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の
^

本
の
太
.い

さ
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で
あ
る
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企
業
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以
上
の
：借

入

を
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と
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不
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ら 

で
あ
る
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總
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潤
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れ
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.
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原
理
が

^
定
さ
れ
る
。
一
^
"
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>で
あ
る
か

'ら
パ
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：の
.關
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を

代
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て
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“ 
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^

+

7
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加
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+
<¥
>,と
.し

て

篮
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す
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.
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得
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へ

の

投
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變
化
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.
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へ
ら
れ
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.
.
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。
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總
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：
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ツ
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一
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篏
め
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.
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果
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.
第

五

編

で

は

入
i
.
で
.
の
結
果
が
綜
合
さ
れ
て
景
氣
變
動
の
分
析
に
<
 

る
.：。
卽
ち
(6
)
02
}

及
：び
>
.
と
尸
' 
Y

と
I

の
關
係
式
を
用
ひ
て
.
I
の
變
動
法
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■
則
を
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め

る

と

，
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.
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运

；
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が
#
ら
.れ
.灰
々

但"'し..：減
價

偾

却.高
は
/
一
 
定
と
考
へ
ら
れ
る

0

'明
ら
か
ド 

.
^
;
<
1

.'
で
.あ
り
、：k

.:
K
u
I
?
a
,

は
芷
で
あ
る
：と
假
定
で
き
，る
0.
し
か
‘
'

し
：̂

1
と

'
^
=
^
^

(

&、
,+
:
;
^
-

)

の
ー
ー
.つ
の
依
^'
は
、
投
資
の
增
加
妒 

:
ぐ

點

o
:で
.止
る
：：や
.■ぅ

な
値
を
と
る
こ
，と
；も
.あ
る
し
、
現
存
生
產
能
カ
又

*'
.

は

^

--
®
:が
稀
少
.す
る
■ま
^

投

資

が

增

加

す

る

や

ぅ
な
^
_を
.と
，
る

こ
 

'と
も

あ.

弗
づ
第
一
の
場
合
に
つ
い
，て
考
.へ.
る
。
投
赘
が
0

な
る
高
$.
!

で
止
つ
た
. 

.
'と
き
は
と
..の
■水
準
を
.維
持
す
.る
，.こ
と
は
不
可
能
で
、
'
D
か
.ら
E

に
下
落
す
.'.
 

る
に
遠
い
な
い
。
I

の
最
高
水
準
を
r

も
と
記
せ
ば
、

D

點
に
お
い
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■.1
:
1
1
1
1
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^
|
^
=
=
0
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と
な〕

る
。
E
.點
に
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■い
て
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w

i
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h.9
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あ
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で
あ
り
、
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の
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'笫
西

十

七

卷
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■:第
|
號
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:
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:
:
;

お

け

る
I
“，t
は

1

|
ょ

リ

，
も

小

と

な
.る
。
下
降
過
程
で
は

^
-
} 

.で
且
つ

..
/
^
,
e 

.

.
1
-
-
J
て

X. 
> 

-八
0 

■
で
あ

..る
か

ら

^
士
’
は

^
ょ
り
も
小
さ
く
な
る

。
. 

u
t

か
く
し
て
好
況
は
そ
.れ
を
裏
返
し
k

し
た
形
の
不
況
を
伴
ふ
。

' こ
れ
が
自 

.律
的
な
景
氣
循
環
で
あ
る
”

し
か
ム
時
と
共
に
/*

が
增
大
.し
他
：.の
。ハラ
メ 

丨

タ

ー

が.不
變
な
る
場
合
も
考
へ
ら
れ
々
。
.と
の
揚
合
に
は
爆
發
的
な
好 

況
過
程
の
進
行
も
考
へ
ら
れ
る
。

卞0)

运

と
お
き

e
を

r
a
n
d
o
m

 d
i
s
t
u
r
b
a
n
c
e

と
す
れ
ば
こ
の
シ
ヲ
ツ
ク
に
よ 

つ.

て
平
規
則
的
な
循
環
運
動
が
起
る

0

,

を
現
實
に
當
篏
め
て
說
明
す

.
 

,る
.に
.は
重
大
^
困
難

.が

.あ
る
が
、
實
測
の
乐
す
と
こ
ろ
.で
は
減
衰
效
果
.は 

弱
べ
な
く
、
そ
れ
か
ら
生
ず
备
循
環
運
動
は

.不
規
則
で
あ
る
。

力
レ
ツ
キ

■_は
こ

.の
說
明
を
な
す
に
^

り
前
述
の
ア
メ
リ
カ
の
資
紫
か 

.ら
導
出
し
た

1
.
.
.
に

關

す

る

計

流
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す
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h
o
c
k

が
與
へ
ら
れ
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と
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I
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運
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法
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&
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究
す
る
た
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、
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n
d
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m
i
n
e
r
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か
ら
拔
萃
さ
れ
灰

0
.か
ら

9
ま
で
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範
圃
の
一
六

o
個
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；
pal 

n
d
o
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d
i
g
i
t
s

が
便
用
さ
れ

.る
。
そ
の
/結
果
は
.次
表
の
如
く
で
あ
る
。
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1
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:

箄
五
期
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い
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5
.
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‘
の
方
程
式
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ょ
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"1
ら
14
ま
で
の

15
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:
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\
す
效
杲
が
結
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•
に
加
.
は
る
。
_と
の
結
果
を
.
見
_る
と
平
均
八
ヶ
牢
の
か
.な
リ
規
則
的
な
循
率 

が
現
は
れ
る
。
し
か
し
：力
レ
ッ
キ
ー
は
こ
の
捸
な
模
型
は
一
般
驰
で
は
な
，
 

く
、
減
衰
效
果
が
も
っ
と
强
い
場
合
の
方
が
--
r
'般
的
で
あ
る
と
す
るC

 

第
六
編
で
.，.は
傾
向
と
發
展
の
關
連
が
述
.
ぺ
£>

れ
る
。
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-
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を
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お
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セ
き
る
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こ
の
中
で

(

r

十
を
；}

な
る
項
は
投
資
の
長
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變
動
を
表
は
^

'

も
.
.の
.

と
考
へ
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ら
れ
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。
こ
の
項
を
除
去
し
.
た
と
き
^

^
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な
る
循
環
方
程
式
が
得
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.
れ
る
。
L

の
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の
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を
示
す
要
因
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循
環
運
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.
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.
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變
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い
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數
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あ
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：
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見
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あ
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.
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；
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P
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靜
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均
衡
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あ
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た
め
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，
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な
る
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あ
る
。
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*
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あ
'
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，
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す
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ば
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を
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ば
f

a
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リ
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n
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れ
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。
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投
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狻
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又
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れ
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茶
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。
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れ
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。
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茱
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れ
る
說
明

-5
:
し
て
ゐ
る
.が
、
も
は
や
致
定
の
紙
數

.も
|&
:
き

た

© 

そ
批
判
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
す
る
こ
と
と
し
、
今
囘

.は
內
容
^ 3
介
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應
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：
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マ

I.

シャルと

こ
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開
く
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っ
て
、、、
人
々
が
、

マ
ー
シ
ャ
ル
の
時
代
的
背
景 

と
.そ
.の
人
間
性

5:
-
,
知

り

そ

の

中

か

ら

經

濟

的

現

實

を

解
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す

る

助
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見
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引

出

そ.う
と
考
え
る
な

.ら
ば
、
失
望
す
る
で
あ

-石
う
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こ
の
著
書
に
拉
け 

マ
i

ャ
ル
、
：.そ
れ
は

.端
的
に
い
え
ば
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:
ビ
グ
ー
化
さ
れ
た >

'丨
シ
ャ
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.で
あ
る

0
諸
種
の
學
說
の

■中
に
ぁ
ら
て
、
古
典
派
の
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.あ
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1
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い
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す
る
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ャ
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又
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述
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い
て
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學
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街
と
統
評
と
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あ
ザ
ら
れ
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。
數
學
的
敎
養
の
深
い
マ
ー
シ
ャ
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：
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シ
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檢
釗 

さ
れ
る
。
跟
カ
性
の

.概
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。
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